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報告書の概要 

Ⅰ．地域経済動向調査について 

Ⅱ．経済動向調査分析内容 

  Ａ【全業種】1.一宮商工会地区 2.愛知県概略版 

  Ｂ【建設業】1.一宮商工会地区 2.愛知県概略版 

  Ｃ【製造業】1.一宮商工会地区 2.愛知県概略版 

  Ｄ【小売業】1.一宮商工会地区 2.愛知県概略版 

  Ｅ【サービス業】1.一宮商工会地区 2.愛知県概略版 
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Ⅰ．地域経済動向調査について 

１．目 的 

  このアンケート調査は、一宮商工会地区内の地域経済動向について商工会員（中小事業 

者）を対象に実施し、その結果を分析したものと愛知県商工会連合会が作成した「中小企 

業景況調査（愛知県概略版）」の分析内容を抜粋し、比較・整備して本商工会ホームページ 

等を通して事業者に提供し、事業継続の材料発掘に繋げていくことを目的としています。 

２．調査対象時期 

  令和５年１０月～１２月 ※令和６年度まで年１回実施していきます。（４年目） 

３．調査方法 

  〔調 査 対 象〕本商工会地区内における商工会員（中小事業者） 

建設業・製造業・小売業（卸売業含む）・サービス業（飲食・不動産・設計業等含む） 

  〔調 査 手 法〕郵送によるアンケート調査（アンケート等で回収） 

  〔調査対象期間〕令和５年１０月～１２月（前年同期と比較） 

  〔回収事業 数〕３６事業所（配布数１７７事業所） 回収率＝２０％ 

  〔業 種 別 回 収 状 況〕 

●建 設 業 配布数（件）：３９ 回収事業数（件）： ６ 回収率（％）：１５ 

   ●製 造 業 配布数（件）：３７ 回収事業数（件）：１０ 回収率（％）：２７ 

   ●小 売 業 配布数（件）：４２ 回収事業数（件）： ６ 回収率（％）：１４ 

   ●サービス 業 配布数（件）：５９ 回収事業数（件）：１４ 回収率（％）：２４ 

４．分析方法 

  この調査は、各質問項目に「増加（上昇等）」と回答した事業所の計と「減少（悪化等）」 

 と回答した事業所の計との差ＤＩを中心に分析を行っています。 

 

報告書に記載されているＤＩ数値と天気マークの関係は次のとおりです。 

雨 

 

ＤＩ 

△100.0～△60.1 

曇 

 

ＤＩ 

△60.0～

△20.1 

薄雲 

 

ＤＩ 

△20.0～20.0 

晴れ 

 

ＤＩ 

20.1～60.0 

快晴 

 

ＤＩ 

60.1～100.0 

←景気が悪い                      景気が良い→ 

※ＤＩとは「景気動向指数」と呼ばれるもので、「増加（上昇等）」と回答した事業所の計と 

 「減少（悪化等）」と回答した事業所の計を差し引いた数値のこと。プラスであれば景気は 

上向いていると判断され、マイナスが大きくなると企業の景況感が悪いことを示します。 

※「業況」とは事業所自身が判断する自社の景気のことです。 
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Ⅱ．経済動向調査分析内容 

 【全業種】～【ｻｰﾋﾞｽ業】まで 1.一宮商工会地区、2.愛知県概略版の調査内容を記載しています。 

 

Ａ【全業種】  

１．一宮商工会地区における全業種の景況《調査対象事業所数：３６》 

  令和５年１０月～１２月期の景況 

◎全業種の業況ＤＩ 

 全業種の景況について、対象の事業所に前年同期と比較した今期の業況と今後の見通 

しの業況を設問により確認したところ、下記の㋐、㋑の業況ＤＩの表に示したとおり、 

今期の全業種の業況ＤＩは△４、今後の見通し業況ＤＩは△２となっており、前年比で 

それぞれ２３ポイント、１９ポイント好転している。今後の見通しについて、「変わらな 

い」が事業者の大半の答えで見通しがつかない状況とみている。 

 

 

 

 

 

 

 

 ㋐業況ＤＩ（今期） ①「楽になった」― ③「苦しくなった」 

 ①楽になった ②変わらない ③苦しくなった ＤＩ 

業 況 ３ ２６ ７ 
 

△４ 

㋑業況ＤＩ（今後の見通し） ①「良くなる」― ③「悪くなる」 

 ①良くなる ②変わらない ③悪くなる ＤＩ 

業 況 ７ ２０ ９ 
 

△２ 

〈令和５年〉業況ＤＩ △４（対前年比 ２３好転） 今後の予想 △２（対前年比 １９好転） 

〈令和４年〉業況ＤＩ △２７  今後の予想 △２１ 

 

◎全業種の主要ＤＩ 

前年同期と比較した主要ＤＩ（売上高・採算・資金繰り）を設問により確認したとこ 

  ろ、売上高ＤＩ△１、採算ＤＩ△５、資金繰りＤＩ△５となっており、前年比でそれぞ 

  れ９ポイント、２３ポイント、１０ポイント好転している。 

  

 

 

 

 

【設問】前年同期と比較して該当するものを選んで下さい。 

○売上高   ①増えた      ②変わらない     ③減った 

○採 算   ①良くなった    ②変わらない     ③悪くなった 

○資金繰り  ①楽になった    ②変わらない     ③苦しくなった 

【設問】前年同期と比較して該当するものを選んで下さい。 

㋐業況（今期）     ①楽になった   ②変わらない   ③苦しくなった 

㋑業況（今後の見通し） ①良くなる    ②変わらない   ③悪くなる 

設問の結果 
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全業種の景況図 ①「良好・増加」― ③「悪化・減少」 

 ①良好・増加 ②変わらない ③悪化・減少 ＤＩ 

売上高 １１ １３ １２ 
 

△１ 

採 算 １ ２９ ６ 
 

△５ 

資金繰り ６ １９ １１ 
 

△５ 

 ※設問の“増えた、減った”等をここでは①「良好・増加」、③「悪化・減少」と表記しています。 

〈令和５年〉売上高ＤＩ △１（対前年比   ９好転）  〈令和４年〉売上高ＤＩ  △１０ 

採  算ＤＩ △５（対前年比  ２３好転）        採  算ＤＩ  △２８ 

資金繰りＤＩ △５（対前年比  １０好転）        資金繰りＤＩ △１５ 

 

２．愛知県内商工会地区における全業種景況 中小企業景況調査（愛知県概略版）より抜粋 

令和５年１０月～１２月期実績、令和６年１月～３月期見通し 

  ≪産業全体は売上額ＤＩが悪化、採算ＤＩ、資金繰りＤＩともに好転≫ 

   今期の全業種の景況は、売上額ＤＩが△６．２となり、対前期比で△６．２ポイント 

悪化した。採算ＤＩが△２４．７、資金繰りＤＩが△７．９となり、対前期比でそれ 

ぞれ、０．５ポイント、１．０ポイント好転した。 

次期の全業種の景況は、売上額ＤＩは好転、採算ＤＩ、資金繰りＤＩは上昇の見通し 

である。 

 

全業種の主要ＤＩの対前年同期比推移 

・売上額ＤＩ  △6.2（対前期比 △6.2悪化）   次期予想  △1.6（対前期比  4.6好転） 

・採  算ＤＩ △24.7（対前期比   0.5好転）  次期予想 △21.4（対前期比 3.3上昇） 

・資金繰りＤＩ  △7.9（対前期比   1.0 好転）    次期予想  △5.6（対前期比 2.3上昇） 

〈全業種景況図〉 

時 期 売上額ＤＩ 採算ＤＩ 資金繰りＤＩ 

05年 7 月～ 9 月 

 
0.0 ➚ 

 
△25.2 ➘ 

 
△8.9 ➘ 

05年 10 月～ 12 月 

 
△6.2 ➘ 

 
△24.7 ➚ 

 
△7.9 ➘ 

06年 1月～ 3月 

（見通し）  
△1.6 ➚ 

 
△21.4 ➚ 

 
△5.6 ➚ 

 

 

 

 

〔一宮商工会地区と愛知県概略版の比較〕 

 令和 5年 10月～12月の全業種の景況は愛知県概略版では売上額ＤＩは悪化、採算ＤＩ、資金 

繰りＤＩは好転している。一宮商工会地区では売上高ＤＩ、採算ＤＩ、資金繰りＤＩともに好転 

している。ただし、新型コロナウイルス感染症の影響が尾を引いており、今後の見通しは不透明 

と大半の事業者が意識している。 

設問の結果 
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Ｂ【業種別：建設業】 

１．一宮商工会地区における建設業の景況《調査対象事業所数：６》 

  令和５年１０月～１２月期の景況 

◎建設業の業況ＤＩ 

   建設業の景況について、対象の事業所に前年同期と比較した今期の業況と今後の見通 

しの業況を設問により確認したところ、下記の㋐、㋑の業況ＤＩの表に示したとおり、 

今期の業況ＤＩ、今後の業況ＤＩともに△２となり、対前年比でそれぞれ３ポイント、 

４ポイント好転しているが、まだまだ不安定な見通しを持っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ㋐業況ＤＩ （今期） ①「楽になった」― ③「苦しくなった」 

 ①楽になった ②変わらない ③苦しくなった ＤＩ 

業 況 ０ ４ ２ 
 

△２ 

 ㋑業況ＤＩ（今後の見通し） ①「良くなる」― ③「悪くなる」 

 ①良くなる ②変わらない ③悪くなる ＤＩ 

業 況 １ ２ ３ 
 

△２ 

〈令和５年〉㋐今期の業況ＤＩ △２（対前年比 ３好転）  〈令和４年〉㋐業況ＤＩ △５ 

㋑今後の業況ＤＩ △２（対前年比 ４好転）        ㋑業況ＤＩ △６ 

 

◎建設業の主要ＤＩ 

前年同期と比較した主要ＤＩ（売上高・採算・資金繰り）を設問により確認したとこ 

ろ、売上高ＤＩは△４、対前年比で１ポイント悪化した。採算ＤＩは△４、資金繰り 

ＤＩは△１となっており、対前年比はそれぞれ４ポイント、３ポイント好転した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問】前年同期と比較して該当するものを選んで下さい。 

㋐業況（今期）     ①楽になった   ②変わらない   ③苦しくなった 

㋑業況（今後の見通し） ①良くなる    ②変わらない   ③悪くなる 

【設問】前年同期と比較して該当するものを選んで下さい。 

○売上高   ①増えた      ②変わらない     ③減った 

○採 算   ①良くなった    ②変わらない     ③悪くなった 

○資金繰り  ①楽になった    ②変わらない     ③苦しくなった 

設問の結果 

設問の結果 
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建設業景況図  ①「良好・増加」― ③「悪化・減少」 

 ①良好・増加 ②変わらない ③悪化・減少 ＤＩ 

売上高 ０ ２ ４ 
 

△４ 

採 算 ０ ２ ４ 
 

△４ 

資金繰り ０ ５ １ 
 

△１ 

 ※設問の“増えた、減った”等をここでは①「良好・増加」、③「悪化・減少」と表記しています。 

〈令和５年〉売上高ＤＩ △４（対前年比 １悪化）  〈令和４年〉売上高ＤＩ △３ 

採  算ＤＩ △４（対前年比 ４好転）        採  算ＤＩ △８ 

資金繰りＤＩ △１（対前年比 ３好転）         資金繰りＤＩ △４ 

 

◎建設業の業種別項目ＤＩ 

業種別項目ＤＩは、前年同期と比較した仕入単価、受注数、従業員について設問によ 

り確認したところ、仕入単価ＤＩは５、受注数ＤＩは△３、従業員ＤＩは０であった。 

仕入単価ＤＩと受注数ＤＩの対前年比はそれぞれ２ポイント、１ポイント減少しており、 

従業員ＤＩの対前年比は０ポイントで横ばいとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 業種別項目ＤＩ（建設業） ①「良好・増加」― ③「悪化・減少」 

 ①良好・増加 ②変わらない ③悪化・減少 ＤＩ 

仕入単価 ５ １ ０ ５ 

受注数 ０ ３ ３ △３ 

従業員 １ ４ １ ０ 

 ※設問の“増えた、減った”等をここでは①「良好・増加」、③「悪化・減少」と表記しています。 

〈令和５年〉仕入単価ＤＩ  ５（対前年比 ２減少）   〈令和４年〉仕入単価ＤＩ  ７ 

受注数ＤＩ △３（対前年比 １減少）         受注数ＤＩ △４ 

従業員ＤＩ  ０（対前年比 ０横ばい）        従業員ＤＩ △１ 

 

 

【設問】前年同期と比較して該当するものを選んで下さい。 

○仕入単価    ①上がった     ②変わらない     ③下がった 

○受注数     ①増えた      ②変わらない     ③減った 

○従業員     ①増えた      ②変わらない     ③減った 

設問の結果 
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〔一宮商工会地区の建設業が直面している問題点〕 

 ◎仕入価格の増加   ４事業所 

◎従業員の確保難   ３事業所 

◎需要の停滞     ３事業所 

 ◎諸経費の増加    ２事業所 

 ◎消費者ニーズ対応  １事業所 

 ◎熟練技術者確保難  １事業所  

◎取引条件悪化    １事業所 

◎人件費増加     １事業所 

  

  

２．愛知県内商工会地区の建設業の景況 中小企業景況調査（愛知県概略版）より抜粋 

  ≪建設業は売上額ＤＩ、資金繰りＤＩともに低下、採算ＤＩが悪化≫ 

    建設業では、売上額ＤＩは△２４．０、資金繰りＤＩが△８．０となり、対前期比 

でそれぞれ△２０．０ポイント低下した。採算ＤＩが△４４．０となり、対前期比で 

△３６．０ポイント悪化した。 

次期は、すべての指標が好転する見通しである。 

 

建設業の主要ＤＩの対前年同期比推移 

・売上額ＤＩ △24.0（対前期比△20.0低下） 次期予想  △8.0（対前期比  16.0 好転） 

・採  算ＤＩ △44.0（対前期比△36.0悪化） 次期予想 △24.0（対前期比 20.0 好転） 

・資金繰りＤＩ  △8.0（対前期比△20.0低下）  次期予想    4.0（対前期比  12.0 好転） 

〈建設業景況図〉 

時 期 売上額ＤＩ 採算ＤＩ 資金繰りＤＩ 

05年 7 月～ 9 月 

 
△ 4.0 ➘ 

 
△8.0  ➚ 

 
12.0 ➘ 

05年 10 月～ 12 月 

 
△24.0 ➘ 

 

△44.0 ➘ 
 

△ 8.0 ➘ 

06年 1月～ 3月 

（見通し）  
△ 8.0 ➚ 

 
△24.0 ➚ 

 
4.0➚ 

 

 

 

 

 

 

 

〔一宮商工会地区と愛知県概略版の比較〕 

 令和 5 年 10 月～12 月の建設業の景況は愛知県概略版では売上額ＤＩ、資金繰りＤＩは低下、

採算ＤＩは悪化となっている。一宮商工会地区では売上高ＤＩは悪化だが、資金繰りＤＩ、採算 

ＤＩは好転となっている。今後、愛知県概略版では売上額ＤＩ、資金繰りＤＩ、採算ＤＩは全て 

好転するとみられている。一宮商工会地区の業況は「変わらない」もしくは「悪化」するとの回答 

が多くを占めている。 

 

 建設業が直面している問題点は「仕入価格の増加」「従

業員の確保難」「需要の停滞が」が多くを占めている。 

 

《建設業者のコメント》 

 なし 
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Ｃ【業種別：製造業】 

１．一宮商工会地区における製造業の景況《調査対象事業所数：１０》 

  令和５年１０月～１２月期の景況 

   製造業の景況について、対象の事業所に前年同期と比較した今期の業況と今後の見通 

しの業況を設問により確認したところ、次頁の㋐、㋑の業況ＤＩの表に示したとおり、 

今期の製造業の業況ＤＩは△２、今後の業況ＤＩは０で対前年比はそれぞれ３ポイント、 

７ポイント好転している。 

 

 

 

 

 

 

 

 ㋐業況ＤＩ （今期） ①「楽になった」― ③「苦しくなった」 

 ①楽になった ②変わらない ③苦しくなった ＤＩ 

業 況 ０ ８ ２ 
 

△２ 

㋑業況ＤＩ（今後の見通し） ①「良くなる」― ③「悪くなる」 

 ①良くなる ②変わらない ③悪くなる ＤＩ 

業 況 ２ ６ ２ 
 

０ 

〈令和５年〉㋐今期の業況ＤＩ △２（対前年比 ３好転）  〈令和４年〉㋐業況ＤＩ △５ 

㋑今後の業況ＤＩ  ０（対前年比 ７好転）        ㋑業況ＤＩ △７ 

 

◎製造業の主要ＤＩ 

前年同期と比較した主要ＤＩ（売上高・採算・資金繰り）を設問により確認したとこ 

ろ、売上高ＤＩ、採算ＤＩ、資金繰りＤＩは全て０となっており、対前年比で売上高 

ＤＩは２ポイント悪化、採算ＤＩは６ポイント好転、資金繰りＤＩは１ポイント悪化 

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問】前年同期と比較して該当するものを選んで下さい。 

○売上高   ①増えた      ②変わらない     ③減った 

○採 算   ①良くなった    ②変わらない     ③悪くなった 

○資金繰り  ①楽になった    ②変わらない     ③苦しくなった 

【設問】前年同期と比較して該当するものを選んで下さい。 

㋐業況（今期）     ①楽になった   ②変わらない   ③苦しくなった 

㋑業況（今後の見通し） ①良くなる    ②変わらない   ③悪くなる 

設問の結果 

設問の結果 
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製造業景況図   ①「良好・増加」― ③「悪化・減少」 

 ①良好・増加 ②変わらない ③悪化・減少 ＤＩ 

売上高 ４ ２ ４ 
 

０ 

採 算 ２ ６ ２ 
 

０ 

資金繰り １ ８ １ 
 

０ 

 ※設問の“増えた、減った”等をここでは①「良好・増加」、③「悪化・減少」と表記しています。 

〈令和５年〉売上高ＤＩ   ０（対前年比  ２悪化）  〈令和４年〉売上高ＤＩ   ２ 

採  算ＤＩ  ０（対前年比   ６好転）        採  算ＤＩ   △６ 

資金繰りＤＩ   ０（対前年比   １悪化）        資金繰りＤＩ    １ 

 

◎製造業の業種別項目ＤＩ 

業種別項目ＤＩは、前年同期と比較した仕入単価、受注数、従業員について設問に 

より確認したところ、仕入単価ＤＩは５、受注数ＤＩは△１、従業員ＤＩは３となって 

おり、対前年比で仕入単価ＤＩは１０ポイント減少、受注数ＤＩは３ポイント増加、従 

業員ＤＩは０ポイントで横ばいとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 業種別項目ＤＩ（製造業）  ①「良好・増加」― ③「悪化・減少」 

 ①良好・増加 ②変わらない ③悪化・減少 ＤＩ 

仕入単価 ５ ５ ０ ５ 

受注数 ２ ５ ３ △１ 

従業員 ３ ７ ０ ３ 

 ※設問の“増えた、減った”等をここでは①「良好・増加」、③「悪化・減少」と表記しています。 

〈令和５年〉仕入単価ＤＩ  ５（対前年比 １０減少）    〈令和４年〉仕入単価ＤＩ １５ 

受注数ＤＩ △１（対前年比   ３増加）         受注数ＤＩ △４ 

従業員ＤＩ   ３（対前年比   ０横ばい）        従業員ＤＩ  ３ 

 

【設問】前年同期と比較して該当するものを選んで下さい。 

○材料仕入単価  ①上がった     ②変わらない     ③下がった 

○受注数     ①増えた      ②変わらない     ③減った 

○従業員     ①増えた      ②変わらない     ③減った 

設問の結果 
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〔一宮商工会地区の製造業が直面している問題点〕 

 ◎仕入価格の増加   ８事業所 

 ◎人件費の増加    ５事業所 

 ◎需要の停滞     ４事業所 

 ◎諸経費の増加    ４事業所 

◎従業員の確保難   ３事業所 

 ◎熟練技術者確保難  １事業所 

  

  

２．愛知県内商工会地区の製造業の景況 中小企業景況調査（愛知県概略版）より抜粋  

  《製造業は売上額ＤＩが上昇、採算ＤＩが好転、資金繰りＤＩが横ばい》 

    製造業では、売上額ＤＩは△８．４となり、対前期比で２．７ポイント上昇した。 

採算ＤＩが△８．３となり、１６．７ポイント好転した。資金繰りＤＩが△１６．６と 

なり、対前期比で横ばいとなった。 

次期は、売上額ＤＩは上昇、資金繰りＤＩが好転、採算ＤＩが悪化する見通しで 

ある。 

 

製造業の主要ＤＩの対前年同期比推移 

・売上額ＤＩ  △8.4（対前期比  2.7上昇）  次期予想  △2.8（対前期比    5.6 上昇） 

・採  算ＤＩ  △8.3（対前期比  16.7好転）  次期予想 △11.1（対前期比 △2.8 悪化） 

・資金繰りＤＩ △16.6（対前期比  0.0 横ばい） 次期予想  △8.3（対前期比   8.3好転） 

〈製造業景況図〉 

時期 売上額ＤＩ 採算ＤＩ 資金繰りＤＩ 

05年 7 月～ 9 月 

 
△11.1 ➚ 

 
△25.0 ➘ 

 
△16.6 ➘ 

05年 10 月～ 12 月 

 
△ 8.4 ➚ 

 

△ 8.3 ➚ 
 
△16.6 ➙ 

06年 1月～3月 

（見通し）  
△ 2.8 ➚ 

 
△11.1 ➘ 

 
△ 8.3 ➚ 

 

 

 

 

 

 

 

 

《製造業者のコメント》 

◆原材料費の高騰、取引先の稼働停止による在庫負担、 

 毎年の賃上げもあり大変厳しい状況。 

◆今年に入って、食品関係、自動車関係の受注が思った程 

 来ていない。 

◆トヨタ自動車の設備投資次第。 

 

〔一宮商工会地区と愛知県概略版の比較〕 

 令和 5年 10月～12月の製造業の景況は愛知県概略版では売上額ＤＩが上昇、採算ＤＩが好 

転、資金繰りＤＩは横ばいとなっている。一宮商工会地区は採算ＤＩ以外悪化となっている。 

今後、愛知県概略版では採算ＤＩ以外は上昇、好転の見通し。一宮商工会地区の業況は良くも悪 

くもない安定しない先行きの予想をしている。 

不安のため悪化すると見られる。 
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Ｄ【業種別：小売業（卸売業含む）】 

１．一宮商工会地区における小売業の景況《調査対象事業所数：６》 

  令和５年１０月～１２月期の景況 

   小売業の景況について、対象の事業所に前年同期と比較した今期の業況と今後の見通 

しの業況を設問により確認したところ、下記の㋐、㋑の業況ＤＩの表に示したとおり、 

今期の小売業の業況ＤＩは△１、今後の業況ＤＩは△２となっており、対前年比はそれ 

ぞれ８ポイント、５ポイント好転している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ㋐業況ＤＩ（今期） ①「楽になった」― ③「苦しくなった」 

 ①楽になった ②変わらない ③苦しくなった ＤＩ 

業 況 ０ ５ １ 
 

△１ 

 ㋑業況ＤＩ（今後の見通し） ①「良くなる」― ③「悪くなる」 

 ①良くなる ②変わらない ③悪くなる ＤＩ 

業 況 ０ ４ ２ 
 

△２ 

〈令和５年〉㋐今期の業況ＤＩ △１（対前年比 ８好転）  〈令和４年〉㋐業況ＤＩ △９ 

㋑今後の業況ＤＩ △２（対前年比 ５好転）        ㋑業況ＤＩ △７ 

 

◎小売業の主要ＤＩ 

前年同期と比較した主要ＤＩ（売上高・採算・資金繰り）を設問により確認したとこ 

ろ、売上高ＤＩ、採算ＤＩ、資金繰りＤＩは全て△１となっており、対前年比で売上高 

ＤＩは６ポイント、採算ＤＩは８ポイント好転し、資金繰りＤＩは５ポイント悪化とな 

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問】前年同期と比較して該当するものを選んで下さい。 

㋐業況（今期）     ①楽になった   ②変わらない   ③苦しくなった 

㋑業況（今後の見通し） ①良くなる    ②変わらない   ③悪くなる 

【設問】前年同期と比較して該当するものを選んで下さい。 

○売上高   ①増えた      ②変わらない     ③減った 

○採 算   ①良くなった    ②変わらない     ③悪くなった 

○資金繰り  ①楽になった    ②変わらない     ③苦しくなった 

設問の結果 

設問の結果 
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小売業景況図  ①「良好・増加」― ③「悪化・減少」 

 ①良好・増加 ②変わらない ③悪化・減少 ＤＩ 

売上高 １ ３ ２ 
 

△１ 

採 算 １ ３ ２ 
 

△１ 

資金繰り ０ ５ １ 
 

△１ 

 ※設問の“増えた、減った”等をここでは①「良好・増加」、③「悪化・減少」と表記しています。 

〈令和５年〉売上高ＤＩ △１（対前年比 ６好転）  〈令和４年〉売上高ＤＩ △７ 

採  算ＤＩ △１（対前年比 ８好転）        採  算ＤＩ △９ 

資金繰りＤＩ △１（対前年比 ５悪化）        資金繰りＤＩ  ６ 

 

◎小売業の業種別項目ＤＩ 

業種別項目ＤＩは、前年同期と比較した客単価、客数、仕入単価、従業員について設 

問により確認したところ、客単価ＤＩは０、客数ＤＩは△２、仕入単価ＤＩは２、従業 

員ＤＩは０となっており、対前年比では客単価ＤＩは５ポイント増加、客数ＤＩは７ポ 

イント増加、仕入単価ＤＩは４ポイント減少、従業員ＤＩは０ポイントで横ばいとなっ 

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 業種別項目ＤＩ（小売業）  ①「良好・増加」― ③「悪化・減少」 

 ①良好・増加 ②変わらない ③悪化・減少 ＤＩ 

客単価 １ ４ １ ０ 

客 数 ０ ４ ２ △２ 

仕入単価 ３ ２ １ ２ 

従業員 ０ ６ ０ ０ 

 ※設問の“増えた、減った”等をここでは①「良好・増加」、③「悪化・減少」と表記しています。 

〈令和５年〉客単価ＤＩ  ０（対前年比 ５増加）   〈令和４年〉客単価ＤＩ △５ 

      客 数ＤＩ △２（対前年比 ７増加）         客 数ＤＩ △９ 

仕入単価ＤＩ   ２（対前年比 ４減少）         仕入単価ＤＩ   ６ 

従業員ＤＩ  ０（対前年比 ０横ばい）        従業員ＤＩ  ０ 

【設問】前年同期と比較して該当するものを選んで下さい。 

○客単価     ①増えた     ②変わらない     ③減った 

○客 数     ①増えた     ②変わらない     ③減った 

○仕入単価    ①上がった    ②変わらない     ③下がった 

○従業員     ①増えた     ②変わらない     ③減った 

設問の結果 
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〔一宮商工会地区の小売業が直面している問題点〕 

 ◎仕入価格の増加      ４事業所 

◎諸経費の増加       ２事業所 

◎大企業進出競争激化    ２事業所 

 ◎需要の停滞        １事業所  

◎消費者ニーズへの対応   １事業所    

 ◎店舗の老朽化       １事業所 

  

  

 

２．愛知県内商工会地区の小売業の景況 中小企業景況調査（愛知県概略版）より抜粋 

  ≪小売業は売上額ＤＩ、採算ＤＩがともに好転、資金繰りＤＩが上昇≫ 

    小売業では、売上額ＤＩが△１０．９、採算ＤＩが△１９．６となり対前期比で 

それぞれ６．５ポイント、１５．２ポイント好転した。資金繰りＤＩは△８．７と 

なり、対前期比で６．６ポイント上昇した。 

    次期は、売上額ＤＩと資金繰りＤＩが上昇、採算ＤＩが横ばいする見通しである。 

 

小売業の主要ＤＩの対前年同期比推移 

・売上額ＤＩ △10.9（対前期比   6.5好転） 次期予想 △ 2.2（対前期比  8.7 上昇） 

・採  算ＤＩ △19.6（対前期比  15.2好転） 次期予想 △19.6（対前期比  0.0 横ばい） 

・資金繰りＤＩ △ 8.7（対前期比   6.6 上昇）  次期予想 △ 6.5（対前期比  2.2 上昇） 

〈小売業景況図〉 

時期 売上額ＤＩ 採算ＤＩ 資金繰りＤＩ 

05年 7 月～ 9 月 

 
△17.4 ➘ 

 
△34.8 ➘ 

 
△15.3 ➚ 

05年 10 月～ 12 月 

 
△10.9 ➚ 

 
△19.6 ➚ 

 
△ 8.7 ➚ 

06年 1月～3月 

（見通し）  
△ 2.2 ➚ 

 
△19.6 ➙ 

 
△ 6.5 ➚ 

 

 

 

 

 

 

 

 

《小売業者のコメント》 

◆イベント出店等外部での販売に力をいれたい。 

◆大企業の進出と安売り企業が相場を下げてい 

る。 

◆あらゆるメーカーの販売網の中で当店一押し 

素材の良さを伝えることが難しい。 

◆販売状況がコロナ前になかなか戻らない。 

 

〔一宮商工会地区と愛知県概略版の比較〕 

 令和 5年 10月～12月の小売業の景況は愛知県概略版では売上額ＤＩ、採算ＤＩ、資金繰り 

ＤＩは好転もしくは上昇している。一宮商工会地区では資金繰りＤＩを除き、売上高ＤＩ、採算 

ＤＩは好転している。今後、愛知県概略版では、売上額ＤＩ、資金繰りＤＩは上昇、採算ＤＩは 

横ばいの見通し。一宮商工会地区の業況は先が見えないため現状と変わらない見通しを持ってい 

る。 
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Ｅ【業種別：サービス業（飲食業含む）】 

１．一宮商工会地区におけるサービス業の景況《調査対象事業所数：１４》 

  令和５年１０月～１２月期の景況 

   サービス業の景況について、対象の事業所に前年同期と比較した今期の業況と今後の 

見通しの業況を設問により確認したところ、下記の㋐、㋑の業況ＤＩの表に示したとお 

り、今期のサービス業の業況ＤＩは１、今後の業況ＤＩは２となり、対前年比はそれぞ 

れ９ポイント、３ポイント好転となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ㋐業況ＤＩ（今期） ①「楽になった」― ③「苦しくなった」 

 ①楽になった ②変わらない ③苦しくなった ＤＩ 

業 況 ３ ９ ２ 
 

１ 

 ㋑業況ＤＩ（今後の見通し） ①「良くなる」― ③「悪くなる」 

 ①良くなる ②変わらない ③悪くなる ＤＩ 

業 況 ４ ８ ２ 
 

２ 

〈令和５年〉㋐今期の業況ＤＩ １（対前年比 ９好転） 〈令和４年〉㋐業況ＤＩ △８ 

㋑今後の業況ＤＩ ２（対前年比 ３好転）       ㋑業況ＤＩ △１ 

 

◎サービス業の主要ＤＩ 

前年同期と比較した主要ＤＩ（売上高・採算・資金繰り）を設問により確認したとこ 

ろ、売上高ＤＩは４、採算ＤＩは０、資金繰りＤＩは△３となっており、対前年比で 

売上額ＤＩ、採算ＤＩ、資金繰りＤＩはそれぞれ６ポイント、５ポイント、３ポイント 

好転となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問】前年同期と比較して該当するものを選んで下さい。 

㋐業況（今期）     ①楽になった   ②変わらない   ③苦しくなった 

㋑業況（今後の見通し） ①良くなる    ②変わらない   ③悪くなる 

【設問】前年同期と比較して該当するものを選んで下さい。 

○売上高   ①増えた      ②変わらない     ③減った 

○採 算   ①良くなった    ②変わらない     ③悪くなった 

○資金繰り  ①楽になった    ②変わらない     ③苦しくなった 

設問の結果 

設問の結果 
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サービス業景況図 ①「良好・増加」― ③「悪化・減少」 

 ①良好・増加 ②変わらない ③悪化・減少 ＤＩ 

売上高 ６ ６ ２ 
 

４ 

採 算 ３ ８ ３ 
 

０ 

資金繰り ０ １１ ３ 
 

△３ 

 ※設問の“増えた、減った”等をここでは①「良好・増加」、③「悪化・減少」としています。 

〈令和５年〉売上高ＤＩ    ４（対前年比   ６好転） 〈令和４年〉売上高ＤＩ  △２ 

採  算ＤＩ   ０（対前年比  ５好転）       採  算ＤＩ  △５ 

資金繰りＤＩ  △３（対前年比  ３好転）       資金繰りＤＩ  △６ 

 

◎サービス業の業種別項目ＤＩ 

業種別項目ＤＩは、前年同期と比較した客単価、客数、仕入単価、従業員について設 

問により確認したところ、客単価ＤＩは６、客数ＤＩは５、仕入単価ＤＩは９、従業員 

ＤＩは２となっており、対前年比で客単価ＤＩ、客数ＤＩ、従業員ＤＩはそれぞれ３ポ 

イント、７ポイント、６ポイント増加し、仕入単価ＤＩは７ポイント減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 業種別項目ＤＩ（サービス業） ①「良好・増加」― ③「悪化・減少」 

 ①良好・増加 ②変わらない ③悪化・減少 ＤＩ 

客単価 ７ ５ １ ６ 

客数 ７ ４ ２ ５ 

仕入単価 ９ ４ ０ ９ 

従業員 ２ １２ ０ ２ 

 ※設問の“増えた、減った”等をここでは①「良好・増加」、③「悪化・減少」と表記しています。 

〈令和５年〉客単価ＤＩ  ６（対前年比  ３増加）    〈令和４年〉客単価ＤＩ  ３ 

      客 数ＤＩ  ５（対前年比  ７増加）          客 数ＤＩ △２ 

仕入単価ＤＩ  ９（対前年比  ７減少）           仕入単価ＤＩ １６ 

従業員ＤＩ  ２（対前年比   ６増加）          従業員ＤＩ △４ 

 

【設問】前年同期と比較して該当するものを選んで下さい。 

○客単価     ①増えた     ②変わらない     ③減った 

○客 数     ①増えた     ②変わらない     ③減った 

○仕入単価    ①上がった    ②変わらない     ③下がった 

○従業員     ①増えた     ②変わらない     ③減った 

設問の結果 
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〔一宮商工会地区のサービス業が直面している問題点〕 

 ◎仕入単価の増加     ７事業所 

◎人件費の増加      ７事業所 

◎諸経費の増加      ６事業所 

◎店舗の老朽化      ４事業所 

◎従業員の確保難     ３事業所 

◎需要の停滞       ２事業所 

◎消費者ニーズへの対応  ２事業所    

 ◎取引条件悪化      ２事業所 

 ◎熟練技術者確保難    １事業所 

 

２．愛知県内商工会地区のサービス業の景況 中小企業景況調査（愛知県概略版）より抜粋 

  ≪サービス業は採算ＤＩが低下、売上額ＤＩが悪化、資金繰りＤＩが上昇≫ 

    サービス業では、売上額ＤＩが４．２となり、対前期比で△１３．６ポイント悪化 

した。採算ＤＩが△２９．６となり、対前期比で４．６ポイント低下した。資金繰り 

ＤＩが△２．８となり、対前期比で５．４ポイント上昇した。 

    次期は、採算ＤＩが好転し、売上額ＤＩが低下、資金繰りＤＩが悪化する見通しで 

ある。 

 

サービス業の主要ＤＩの対前年同期比推移 

・売上額ＤＩ    4.2（対前期比△13.6悪化） 次期予想    1.4（対前期比 △2.8低下） 

・採 算ＤＩ △29.6（対前期比   1.7低下）  次期予想 △26.8（対前期比    2.8好転） 

・資金繰りＤＩ  △2.8（対前期比   5.4 上昇） 次期予想  △7.1（対前期比 △4.3悪化） 

〈サービス業景況図〉 

時期 売上額ＤＩ 採算ＤＩ 資金繰りＤＩ 

05年 7 月～ 9 月 

 
17.8 ➚ 

 
△25.0 ➘ 

 
△8.2 ➚ 

05年 10 月～ 12 月 

 
4.2 ➘ 

 
△29.6 ➘ 

 
△2.8 ➚ 

06年 1月～ 3月 

（見通し）  
1.4 ➘ 

 
△26.8 ➚ 

 
△7.1 ➘ 

 

 

 

 

 

 

 

《サービス業者のコメント》 

 ◆外的要因による状況変化への対応が難しい。 

 ◆コロナ緩和による人の流れが良くなったこと。 

  

  

 

〔一宮商工会地区と愛知県概略版の比較〕 

 令和 5年 10月～12月のサービス業の景況は愛知県概略版では売上額ＤＩが悪化、採算ＤＩが 

低下、資金繰りＤＩが上昇となっている。一宮商工会地区は、売上高ＤＩ、採算ＤＩ、資金繰り 

ＤＩの全てが好転している。今後、愛知県概略版では売上額ＤＩは低下、資金繰りＤＩが悪化、 

採算ＤＩが好転するとみられ、一宮商工会地区の業況は好転すると推測される。 

 


